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本会の概要

(1)設立趣旨

化石燃料の枯渇化をほぼ半世紀の後に控え、この予想

にもとづく経済効果はすでに種々の形で王尉もているとし、

われます。また、化石燃料の燃焼による汚染で地球は人

間の住める天体としての条件を失いつつあることは周知

のとうりであります。

かくて、石油経済の黄金時代は倫安の夢と過ぎ去り、

クリーンエネルギーをシステムとして系統的かっ綜合的

にもくるむことは、わが国のように人口密度が大きく、

高度の工業国にとっては、まさに、その存否をかける大

問題となってまいりました。

このような情勢のもとで、われわれは、例えば 1次エ

ネルギーを太陽と核などに求め、2次エネルギーを電力と

水素で、支える、そのような理想的なクリーンエネルギー

システムをわが国の社会、風土に適した形で確立できる

ように調査し、研究することが急務であると考えます。

また、水素エネルギーシステムに適合した工学や工業

の学理と技術についての研究をはかるとともに、これら

の重要性について一般の認識を深めつつ、各界に、問題

解決についての協力を強く訴えたいと思います。

エネルギー問題やその関連分野に関心をもたれる総て

の方々が、この趣旨に賛同され、ご協力下さらんことを

心から希望してやみません。

昭和 48年 7月 17日

発起人一同

(2)本 会 の 活 動

研究会

水素製造・利用技術およびエネルギーシステム研究

に関する当面の重要課題について研究討論会〈定例研

究会)を年約 4回開催する。

団体会員のみを対象とする特別研究会も随時開催す

る。

研究発表会

我国に於て進行中の水素エネルギー技折巧テ野におけ
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る研究成果について発表会を原則として年に 1回開

催し、一般にも公開する。

講演会・シンポジュウムなど

水素エネルギーシステム技体内問題点、をひろく一般

に普及啓蒙するための講演会、映画会などを随時開

催する。また講演会、シンポ、ジュウム、海外研究者

などを囲んでの懇談会なども随時開催する。

会誌その他資料の刊行

年間における研究会の成果などをとりまとめて編集

した会誌を年 2回、その他の資料を刊行する。

国際活動

国際水素エネルギー協会在AHE)と密接な関係を保ち、

水素エネルギー技術における研究および、その成果の

普及に関する国際交流活動に積極的に寄与する。

(3)入 会 案 内

1.本誌添付の入会由込書にて申込書下欄事務局にお申

込み下さい。

2.理事会の承認を経たうえで、入会承認の通知を差し上

げます。(理事会の開催日程により、半月ないし 1カ月

以上を要する場合があります。)

3.入会通知とともに、会費納入に関する請求書を送付設

します。領収書は、銀行振込または郵便船主時に金融

機関が発行する領収書に代えさせてもらいます。本協

会の領収書が必要な場合は事務局までご連絡下さい0

4.会費個人会費 8，000円/年額

学生会員 3，000円/年額

団体会費 1口 80，000円/年額 1口

5.団体会員の特典

(1)定伊d研究会には、何人でも出席できます。 個人会員

の場合は、本人以外の出席は認められません。)

(沙団体会員を対象とした研究会も開催されます。

(ゆ定例研究会等の内容記録・資料サービスを行し 1ます

(省海外文献情報等の提供サービスも考慮します。
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水素エネルギー協会

個人会員申込書

水素エネルギー協会

会長太田健一郎殿

氏名 日
円

貴会の主旨に賛同し、その研究および事業目的に協力する為に、下記の通り

個人会員として入会を申し込みます。

平成年月日

1.会社又は法人名・

(日本語名称); 

(英文名称); 

2.所在地:

3.事務上の連絡先・

(住所);〒

(所属); 

(氏名); 

(役職); 

(TEL) ; 

(E-ma i 1) ; 

4.会費額 8，000円/年

5.送金方法( )銀行振込;あさひ銀行等々力支届(普)0930893

(FAX) ; 

( )郵便振替 00190-3--119581 水素材州、、}協会

( )現金送付

( )その他

(希望する送金方法にO印をつけてください。)

水素エネルギー協会事務局連絡先:

〒240-8501横浜市保士ヶ谷匹常盤台 79-2

横浜国立大学教育人間科学部 谷生研究室内

水素エネルギー協会事務局

TEL&FAX: 045-339-3996 

E-mail: hess@chemeng. bsk. ynリ， ac， jp 

1 Cf)-



水素エネルギー協会

会長太田健一郎殿

水素エネルギー協会

団体会員申込書

団体名

貴会の主旨に賛同し、その研究および事業目的に協力する為に、下記の通り

団体会員として入会を申し込みます。

印

平成年月日

1.会社又は法人名:

(日本語名称); 

(英文名称); 

2.所在地 :

3.事務上の連絡先:

(住所);〒

(所属); 

(氏名); 

(役職); 

(TEL) ; 

(E-mai 1) ; 

4.会費額 80，000円/年

一記一

(FAX) ; 

5.送金方法: ( )銀行振込;あさひ銀行等々力支盾(普)0930893 

( )郵便振替 00190-3-119581 水素エネルギー協会

( )現金送付

( )その他

(希望する送金方法にO印をつけてください。)

水素エネルギー協会事務局連絡先:

千240-8501横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2

横浜国立大学教育人間科学部 谷生研究室内

水素エネルギー協会事務局

TEL&FAX: 045-339-3996 

E-mail: hess@chemeng.bsk.ynu.ac.jp 
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編集 委員会

委員長 阿部勲夫 (オフィステラ)

委員 鈴木 i譲 ( (株)鈴木商館川越研究室)

神谷信行 (横浜国立大学工学部)

渡辺 j紫 ( ~掬ベンチャーラボ)

谷生重~I青 (横浜国立大学教育人間科学部)

松村幸彦 (東京大学環境安全研究センター)

原因 ( ~槻東芝)

HESS会長 太田 健一郎(横浜国立大学工学部)

水素エネノレギー協会編集

水素エネルギーシステム

発行所水素エネルギー協会

〒240-8501横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-5

横浜国立大学教育人間科学部谷生研究室内

Tel&Fax: 045-33ヲ-3996

E-mail: hess@chemeng.bsk.ynu.ac.jp 

銀行振込:あさひ銀行等々力支!古(普)0930893

郵便振替口座:00190-3-119581水素エネルdy-"-協会

印刷年月日平成 12年 12月

編集発行人太田健一郎

印刷所(有)柿野屋印刷所
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